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研究成果の概要（和文）：本研究は、平成 13 年度および平成 15～17 年度に行った科学研究費

補助金による研究で明らかになった、高専の英語教育の特色やその要求される教材および教育

プログラムの特徴に立脚し、高専英語教育のさらなる発展に寄与する英語教育プログラムおよ

び教材を開発し、さらにそれらの実用化を目指して行われた。 
 
研究成果の概要（英文）：This research was conducted to improve the English language 
education at colleges of technology (Kosen) based on our previous survey and research in 
2001 and 2003 – 2005. Some textbooks and materials which are optimized for Kosen 
students have been developed out of the present research. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

２００８年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

２００９年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

年度  

  年度  

総 計 5,900,000 1,770,000 7,670,000 

 
 
研究分野：英語教育 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード：高専英語教育、理工系英語、教材開発 
 
１．研究開始当初の背景 

高専制度の発足以来、英語などのいわゆる
文系一般科目のカリキュラムは、基本的に普
通高校を対象とした教材とカリキュラムを
そのまま取り入れてきた。たとえば教科書ひ
とつをとっても、数学、物理、化学などの理
系教科では『高専のための～』というタイト
ルを冠した教科書が出版されているのに対
し、英語に関してはこのようなものはほとん
ど存在しておらず、唯一、本研究代表者らに

よって出版された英単語集があるのみであ
る。このこと一つを見ても、英語という教科
が、高専という教育環境においてその特色を
考慮されていないことの表れであると言え
る。 

しかし本来、高専においては、その特色で
ある理系科目を主とした５年一貫教育とい
う特性に合わせた高専独自の英語教育用教
材と、学生の実戦的英語力が卒業時にピーク
となるような５年スパンでのカリキュラム



があってしかるべきである。このことが、本
研究が必要となった背景である。 

 
２．研究の目的 
本研究は、異なる複数の高専英語教員が協

力して、高専における英語教育をより効果
的・効率的に行なうため、高専独自の英語教
育システムを作りあげることを目的とする。
具体的には、高専の特色を生かした教材とそ
のデータベースの作成、および高専のための
英語教育カリキュラム案を作成することを
主眼とする。さらに、これらの教材等を使っ
た英語授業を実践・公開し、これらが全国の
高専で利用されるよう、その普及と啓蒙にあ
たることも本研究の目的とする。 

本研究は、平成 13 年度および平成 15～17 
年度の科学研究費を得て継続的に研究され
てきたものを発展させるものであり、これま
での成果は、高専における英語教育関係者の
間では広く認知され、その成果として得られ
た知見が学会などで引用されたり、開発され
た教材などの一部は実用化されつつある。 
また本研究によって高専独自の英語教育

が確立できれば、大学の理工系学部等におい
ても、学生の専門領域を考慮した英語教育研
究に寄与できるものである。 
 
３．研究の方法 
(1)高専の英語教育の実態を明らかにし、研
究の方向付けを明確にするため、全国の高専
教員および高専生が卒業後に就職する企業
および進学先の大学教員に対し、アンケート
調査を行った。同様の調査は、本研究のプロ
ジェクトメンバーによって平成 13 年度にも
行っているが、今回はその追跡調査として、
その変化も研究対象とした。 

全国の国公私立高専の教員、高専生を採用
している企業の人事・採用担当者、および高
専生が進学（編入）する大学の教員にアンケ
ート用紙を送り、47 校 156 名の高専教員、251
社の企業、および 56 大学 418 名の大学教員
からの回答を得た。 
 
(2)高専生に特に必要となる語彙の選定を行
い、これを生かした授業プログラムを検討し
た。本研究のプロジェクトメンバーによる過
去の研究によって、高専生のための英単語リ
ストである“COCET3300”が作られており、
これをさらに効果的、効率的に習得させるた
めの方策を検討した。旧版は、過去のプロジ
ェクトで作成した理工系語彙データベース
から、頻度順に抽出した語彙をほぼそのまま
採用したのに対し、本研究ではこれを改めて
見直し、単なる頻度順ではなく、各単語が理
工系のコンテキストでどのような意味、品詞
で使用されるかまで検討し、その重要度を算
定して採用語彙を精選した。 

 
(3)文法能力について、高専生の気質および
高専の英語教育カリキュラムの特色を考慮
し、英文法に関する知識を論理的に理解させ
るような教材が効果的であるとの仮説に立
ち、そのための教材開発を行った。教材は、
開発したものをすぐに授業に取り入れるこ
とができるよう、インターネット上で使える
オンライン教材とし、その一部は高専生以外
でも使えるように公開した。 
 

４．研究成果 
(1)高専英語教育の実態調査に関しては、平
成 13 年度の調査結果と比較していくつか変
化があった。その一つは、高専における英語
教育を取り巻く環境の変化、とりわけ TOEIC
のような検定試験による客観的評価の重要
性が強調されてきたことである。たとえば、
調査対象となった高専の 80％が、専攻科の修
了要件として TOEICスコアに一定の基準を設
けており、その基準値を 400 点としている高
専が 90％を占めた。また、高専生を採用する
企業も、従業員の英語力の基準として TOEIC
スコアを採用しているところが多いという
結果であった。 
ただ、企業が高専卒業生に対して求める英

語力のレベルは、平成 13 年度の調査と比較
してあまり変化はなく、そのニーズが全体と
して特に高まっているわけではないという
こともわかった。各社から得られた自由記述
による回答では、入社直後の従業員に英語力
を求めることはあまりなく、入社後の研修や
本人の努力に任せるというケースが多いよ
うである。 
なお、この調査結果をまとめた報告書は、

印刷・製本され、前高専に配布した。また、
同報告書を PDF 化したものは、全国高等専門
学校英語教育学会のウェブサイトで公開し
ている。 
 
(2)高専生向けの語彙集の改訂については、
ほぼその検討を終了し、これまで 3300 語で
構成されていた基本語彙から、より精選され
た 2900 語程度に絞り込むことができた。こ
れと同時に、理工系学生向けという特徴をよ
り明確にすべく、各英単語に対する訳語や、
学習の補助とするための例文も見直した。 
なおこの成果は、すでに出版されている理

工系学生向けの基本語彙集の改訂版として
出版する予定である。 
 
(3)新たな高専生向けの文法学習用教材の開
発については、市販されている高校生向けの
文法教材の枠にとらわれることなく、高専生
のために最適化された学習項目の配列を検
討した。その結果、英文の基本的な構造を示
すための「文型」およびその要素となる「品



詞」をしっかりと理解させることが、英文理
解に不可欠であるとの仮説を立てるに至っ
た。このための検証として、文型および品詞
を特定するようなＥラーニング教材を開発
し、授業に取り入れてその効果を一部実証し
た。 

下図は、ターゲットとなる文法項目を含む
和文英訳課題で、学習者は英文をタイプ入力
し、誤りがあれば自動的にその箇所を指摘す
るようになっているが、正解した場合にはそ
のまま次の問題に進むのではなく、同じセン
テンスを使った構文解析課題に進む。 

下図がその課題画面である。学習者自身が、
自ら解答した英文のＳＶＯＣ構造を理解し
ているかどうかを確認できるようになって
いる。この課題画面では、Ｓ，Ｖ，Ｏ，Ｃそ
れぞれに対応する入力エリアがあり、与えら
れたセンテンスの中から対応する語句を選
んで入力・確認するという仕組みである。こ
れまで重要と認識されながらも、徹底して教
えられることの少なかった構文の学習であ
るが、この課題を行うことによって学習者が
構文を意識するようになったという報告が
あがっている。 

この課題をクリアすると、次には下図のよ
うな課題に進む。これは同じ英文中の語句の
品詞を指摘する課題で、単語レベルだけでな
く、名詞句、形容詞句、副詞句など、句のレ
ベルでも品詞を理解させることを目的とす
る。また、動詞については、自動詞、他動詞
の区別や、その活用形（原形と現在形の区別、
現在分詞と動名詞の区別など）も指摘させる
ことで、英文の仕組みを根本から理解するこ
とを目指している。 
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